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A.研究目的 

 健康の社会的決定要因（Social Determinants of 

Health）に焦点が当たってきている。今回、高校生

と大学生を対象とし、経済状態の自己認識と健康

意識・健康行動がどのように関連しているのかを

把握し、健康教育のあり方を考えることを目的とし

て分析をおこなった。 

 

B.研究方法 

1．分析対象 

平成 25 年度厚生労働科学研究費補助金「若

い男女の結婚・妊娠時期計画支援に関するプロ

モーションプログラムの開発に関する研究」にお

いて調査に回答のあった全国の高校生 1,866 人

（6 校）、大学生 1,189 人（11 大学）、計 3,055 人

のデータである。 

2．分析項目 

 平成 25 年度厚生労働科学研究費補助金（政

策科学総合研究事業）総括研究報告書「若い男

女の結婚・妊娠時期計画支援に関するプロモー

 今回、高校生と大学生を対象とし、経済状態の自己認識と健康意識・健康行動がどのように関連し

ているのかを把握し、健康教育のあり方を考えることを目的に分析を行った。 

 協力の得られた全国の高校生、大学生を対象に質問紙調査を行なった。その結果、 

1. 高校生と大学生において、経済状態の自己認識に差はみられなかった。 

2. 経済状態の自己認識と健康関連意識には、有意な関連がみられた。 

3. 経済状態の自己認識と妊娠等に関する知識には、有意な関連がみられなかった。 

4. 経済状態の自己認識と健康関連行動、月経痛経験割合には、有意な関連がみられなかった。 

5. 意識・態度の変容を目的とした健康支援においては、経済格差を縮小することだけではなく、これ

まで育ってきた家庭や現在の生活への肯定的な見方をできるだけ多くの高校生や大学生にお

いて育む必要があると考えられた。 

6. 妊娠等の知識と経済状態認識には関連がみられず、思春期・青少年が一律に知識を身につける

仕組みが必要だと考えられた。 
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ションプログラムの開発に関する研究」が作成し

た質問紙項目から、本分析においては、経済状

態の自己認識を問う項目と、他の健康意識・行

動に関連する質問項目を用いた。 

3．調査方法 

全国の高校生と大学生を対象に、本研究班

が昨年度作成した質問紙（平成 25 年度厚生労

働科学研究費補助金（政策科学総合研究事業）

総括研究報告書に記載）を用いて、質問紙調査

を実施した。 

全国の高校生 1866 人（6 校）、大学生 1189 人

（11 大学）、計 3055 人に質問紙を配布し、自己

記入式回答の後、回答用紙をすべて回収した。

研究分担者が、全国の高校と大学に、保健教育

などの機会を利用して実施してもらえるよう依頼

した。平均年齢は 17.8±2.1 歳であった。 

4．分析方法 

①経済状態を問う設問（経済状態を以下の 5 つ

の層に分けるとすれば、現在のあなたの実家は、

どれに入ると思いますか）の選択肢を下記の2群

に分けた。 

  １群（上中群）．［上］、［中の上］、［中の中］ 

  ２群（下群）．［中の下］、［下］ 

②上の経済状態の認識（2 群）と、健康意識・健

康行動を問う設問への回答との関連をχ2 検定

を用いて分析した。 

有意確率は 0.05 以下とした。解析には、SPSS 

Ver. 19 (日本 IBM) を使用した。 

（倫理面への配慮） 

 調査の実施に際しては、この調査の目的と趣

旨の説明文書を配布し、また口頭でも十分に

説明した上で、自由意思による回答協力を求

めた。回答内容は学業の評価にはまったく関

係なく、協力をしなかったとしても不利益を被る

ことは一切ない事も十分に説明した。 

 本研究の実施にあたっては「疫学研究に関す

る倫理指針」（厚生労働省）を遵守し、研究倫理

審査委員会の審査承認を受けた。（第 195 回 

岐阜大学大学院医学系研究科 医学研究等倫

理審査委員会 承認番号 25-268） 

 

C.研究結果 

1．校種と経済状態の自己認識 

 表１に校種と経済状態の自己認識の関連を示

した。大学生と高校生の間に、経済状態の自己

認識（2 群）との有意な関連はみられなかった。 

2．健康意識 

表２に経済状態の自己認識と自分の健康状

態の認識の関連を示した。上中群において、健

康状態が良い（とても良い・まあ良い）と認識して

いるものが多かった（p<0.001）。 

表３に経済状態の自己認識と自分の健康へ

の関心の関連を示した。有意な関連はみられな

かった。 

3．体型に対する意識 

表４に経済状態の自己認識と自分の体型に

対する意識の関連を示した。下群において、自

分の体型を非常に気になると回答したものが多

かった（p<0.01）。 

4．健康関連行動 

 表５、表６、表７に、経済状態の自己認識と喫

煙行動、飲酒行動、運動の関連を示した。有意

な関連はみられなかった。 

5．食事・食卓に対する認識 

 表８～表１２に、経済状態の自己認識と食事・

食卓に対する認識の関連を示した。 

 上中群において、食事時間が楽しいと回答し

たものが多かった（表８，p<0.01）。 

 経済状態の自己認識と食事の待ち遠しさにつ

いては有意な関連はみられなかった（表９）。 

 上中群において、食卓の雰囲気は明るいと回

答したものが多かった（表１０，p<0.001）。 

 上中群において、日々の食事に満足している

と回答したものが多かった（表１１，p<0.01）。 
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 上中群において、小学生の頃食事が楽しく心

地よかったという印象を持っているものが多かっ

た（表１２，p<0.001）。 

６．野菜摂取行動 

表１３に、経済状態の自己認識と野菜料理の

摂取について示した。有意な関連はみられなか

った。 

7．将来の生活への考え 

 表１４～表１６に、経済状態の自己認識と将来

の生活への考えとの関連を示した。 

 上中群において、いずれ結婚するつもりと回答

したものが多かった（表１４，p<0.001）。 

 上中群において、将来子供がほしいと回答し

たものが多かった（表１５，p<0.01）。 

 上中群において、自分が育ったような家庭を自

分も築きたいと回答したものが多かった（表１６，

p<0.001）。 

8．妊娠等に関する知識 

 表１７～表１９に、経済状態の自己認識と妊娠

等に関する知識の関連を示した。３０歳過ぎの妊

よう力低下については上中群において知ってい

るものが多かったが（p<0.05）、他の項目につい

ては有意な関連はみられなかった。 

9．避妊方法の選択意向 

 表２０に、経済状態の自己認識と避妊方法の

選択意向の関連を示した。有意な関連はみられ

なかった。 

10．月経痛の経験 

 表２１に、経済状態の自己認識と月経痛の経

験の関連を示した。有意な関連はみられなかっ

た。 

 

D.考察 

１．校種と経済状態の自己認識 

 校種（高校生・大学生）と経済状態の自己認識

との関連はみられなかった。2009 年度に、四年

制大学への進学率が初めて 50％を超えた。これ

は、望めば必ずどこかの大学に入学できる「大

学全入時代」「大学のユニバーサル化」と呼ばれ

ている現象である。すなわち、大学生が社会に

おいて特別な存在ではなくなった（ユニバーサ

ル化）ことを意味する。これは本人たちの意識に

も影響を与えていると考えられ、経済状態の自

己認識に高校と大学間の差異が見られなかった

ことの一因であると考えられた。 

2．経済状態の自己認識と健康関連の意識・態度 

 経済状態の自己認識と有意な関連が多くみら

れたのは、意識・態度を問う質問への回答であ

った。 

 経済状態の自己認識は、知識や行動よりも、

意識・態度レベルに影響を与えていることが示

唆された。とくに、生活習慣の基盤となる食事や

食卓への意識・態度、将来の生活の基盤となる

結婚や子供を持つことへの意識・態度との関連

がみられていた。 

これまで、たとえば内閣府による 21 世紀成年

者縦断調査は、就労形態の違いにより家庭を持

てる割合が大きく異なっていることや、年収別に

男性の有配偶率をみると一定水準までは年収が

高い人ほど結婚していることを明らかにした。 

これらのことを合わせて考えると、経済状態の

自己認識は、自分のこれまで育った家庭への態

度や、毎日の生活の基盤となる食事や食卓への

意識と関連しており、これらが自分の将来の結婚

や家庭生活への意欲に影響していることが示唆

された。 

すなわち、将来の結婚や家庭生活への意欲

の格差を拡大させないためには、経済格差を縮

小することだけではなく、これまで育ってきた家

庭や現在の生活への肯定的な見方をできるだ

け多くの高校生や大学生において育む必要が

あると考える。 

これまで育ってきた家庭や現在の生活を肯定

的にとらえられるような健康支援（介入）方法の
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開発が望まれるところである。 

3．経済状態の自己認識と健康関連の知識・行動 

 経済状態の自己認識と有意な関連が多くみら

れたのは、意識・態度を問う質問への回答であ

った一方で、健康関連の知識や行動にはほとん

ど有意な関連がみられなかった。 

これは、経済状態の自己認識にかかわらず、

妊娠に関する知識や、健康関連行動には差が

みられないということでもある。とくに「年齢と妊よ

う力」の知識のあるものは、対象者の過半数を大

きく割り込んでおり、できるだけ多くの若者（思春

期・青少年）が一律に知識を身につける仕組み

（普通教育における健康教育等）の構築が求め

られた。 

 

E．結論 

１． 高校生と大学生において、経済状態の自己

認識に差はみられなかった。 

２． 経済状態の自己認識と健康関連意識には、

有意な関連がみられた。 

３． 経済状態の自己認識と妊娠等に関する知識

には、有意な関連がみられなかった。 

４． 経済状態の自己認識と健康関連行動、月経

痛経験割合には、有意な関連がみられなかっ

た。 

５． 意識・態度の変容を目的とした健康支援にお

いては、経済格差を縮小することだけではなく、

これまで育ってきた家庭や現在の生活への肯

定的な見方をできるだけ多くの高校生や大学

生において育む必要があると考えられた。 

６． 妊娠等の知識と経済状態認識には関連がみ

られず、思春期・青少年が一律に知識を身に

つける仕組みが必要だと考えられた。 
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表１０．経済状態の自己認識と普段の食生活（食卓の雰囲気の明るさ）（

 

表１１．経済状態の自己認識と普段の食生活（食事に対する満足感）（

 

表１２．経済状態の自己認識と小学生の頃の食事に対する印象（

 
 

表１０．経済状態の自己認識と普段の食生活（食卓の雰囲気の明るさ）（

表１１．経済状態の自己認識と普段の食生活（食事に対する満足感）（

表１２．経済状態の自己認識と小学生の頃の食事に対する印象（

 

表１０．経済状態の自己認識と普段の食生活（食卓の雰囲気の明るさ）（

表１１．経済状態の自己認識と普段の食生活（食事に対する満足感）（

表１２．経済状態の自己認識と小学生の頃の食事に対する印象（

 

表１０．経済状態の自己認識と普段の食生活（食卓の雰囲気の明るさ）（

表１１．経済状態の自己認識と普段の食生活（食事に対する満足感）（

表１２．経済状態の自己認識と小学生の頃の食事に対する印象（
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表１０．経済状態の自己認識と普段の食生活（食卓の雰囲気の明るさ）（

表１１．経済状態の自己認識と普段の食生活（食事に対する満足感）（

表１２．経済状態の自己認識と小学生の頃の食事に対する印象（

表１０．経済状態の自己認識と普段の食生活（食卓の雰囲気の明るさ）（

表１１．経済状態の自己認識と普段の食生活（食事に対する満足感）（

表１２．経済状態の自己認識と小学生の頃の食事に対する印象（

表１０．経済状態の自己認識と普段の食生活（食卓の雰囲気の明るさ）（

表１１．経済状態の自己認識と普段の食生活（食事に対する満足感）（

表１２．経済状態の自己認識と小学生の頃の食事に対する印象（p<0.001

表１０．経済状態の自己認識と普段の食生活（食卓の雰囲気の明るさ）（p<0.001

表１１．経済状態の自己認識と普段の食生活（食事に対する満足感）（p<0.001

p<0.001） 

 

p<0.001） 

 

p<0.001） 

 

 



 

表１３．経済状態の自己認識と普段の食生活（野菜料理の摂取行動）（

 

表１４．経済状態の自己認識と結婚に対する考え（

 

表１５．経済状態の自己認識と子供を持つことの希望（

 
 

表１３．経済状態の自己認識と普段の食生活（野菜料理の摂取行動）（

表１４．経済状態の自己認識と結婚に対する考え（

表１５．経済状態の自己認識と子供を持つことの希望（

 

表１３．経済状態の自己認識と普段の食生活（野菜料理の摂取行動）（

表１４．経済状態の自己認識と結婚に対する考え（

表１５．経済状態の自己認識と子供を持つことの希望（

 

表１３．経済状態の自己認識と普段の食生活（野菜料理の摂取行動）（

表１４．経済状態の自己認識と結婚に対する考え（

表１５．経済状態の自己認識と子供を持つことの希望（
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表１３．経済状態の自己認識と普段の食生活（野菜料理の摂取行動）（

表１４．経済状態の自己認識と結婚に対する考え（

表１５．経済状態の自己認識と子供を持つことの希望（

表１３．経済状態の自己認識と普段の食生活（野菜料理の摂取行動）（

表１４．経済状態の自己認識と結婚に対する考え（p<0.001

表１５．経済状態の自己認識と子供を持つことの希望（p<0.01

表１３．経済状態の自己認識と普段の食生活（野菜料理の摂取行動）（

p<0.001） 

p<0.01） 

表１３．経済状態の自己認識と普段の食生活（野菜料理の摂取行動）（n.s.） 

 

 

 

 

 



 

表１６．経済状態の自己認識と家庭の築き方（

 

表１７．経済状態の自己認識と知識（不妊の定義）（

 

表１８．経済状態の自己認識と知識（妊よう力の低下）（

 
 

表１６．経済状態の自己認識と家庭の築き方（

表１７．経済状態の自己認識と知識（不妊の定義）（

表１８．経済状態の自己認識と知識（妊よう力の低下）（

 

表１６．経済状態の自己認識と家庭の築き方（

表１７．経済状態の自己認識と知識（不妊の定義）（

表１８．経済状態の自己認識と知識（妊よう力の低下）（

 

表１６．経済状態の自己認識と家庭の築き方（

表１７．経済状態の自己認識と知識（不妊の定義）（

表１８．経済状態の自己認識と知識（妊よう力の低下）（
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表１６．経済状態の自己認識と家庭の築き方（

表１７．経済状態の自己認識と知識（不妊の定義）（

表１８．経済状態の自己認識と知識（妊よう力の低下）（

表１６．経済状態の自己認識と家庭の築き方（p<0.001） 

表１７．経済状態の自己認識と知識（不妊の定義）（n.s.）

表１８．経済状態の自己認識と知識（妊よう力の低下）（

 

） 

表１８．経済状態の自己認識と知識（妊よう力の低下）（p<0.05）  

 

 

 

 



 

表１９．経済状態の自己認識と知識（不妊治療の成功率）（

 

表２０．経済状態の自己認識と避妊方法の選択意向（

 

表２１．【女子のみ】経済状態の自己認識と月経痛の経験（過去６か月）（

表１９．経済状態の自己認識と知識（不妊治療の成功率）（

表２０．経済状態の自己認識と避妊方法の選択意向（

表２１．【女子のみ】経済状態の自己認識と月経痛の経験（過去６か月）（

表１９．経済状態の自己認識と知識（不妊治療の成功率）（

表２０．経済状態の自己認識と避妊方法の選択意向（

表２１．【女子のみ】経済状態の自己認識と月経痛の経験（過去６か月）（

表１９．経済状態の自己認識と知識（不妊治療の成功率）（

表２０．経済状態の自己認識と避妊方法の選択意向（

表２１．【女子のみ】経済状態の自己認識と月経痛の経験（過去６か月）（
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表１９．経済状態の自己認識と知識（不妊治療の成功率）（

表２０．経済状態の自己認識と避妊方法の選択意向（

表２１．【女子のみ】経済状態の自己認識と月経痛の経験（過去６か月）（

表１９．経済状態の自己認識と知識（不妊治療の成功率）（

表２０．経済状態の自己認識と避妊方法の選択意向（n.s.）

表２１．【女子のみ】経済状態の自己認識と月経痛の経験（過去６か月）（

表１９．経済状態の自己認識と知識（不妊治療の成功率）（n.s.） 

） 

表２１．【女子のみ】経済状態の自己認識と月経痛の経験（過去６か月）（

 

表２１．【女子のみ】経済状態の自己認識と月経痛の経験（過去６か月）（n.s.

 

 

 

n.s.） 

 



 

 

 


